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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　平成30年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

指定管理者評価シート

事業名 老人福祉センター運営管理費 所管課（電話番号） 保健福祉局高齢保健福祉部高齢福祉課（211-2976）

１　施設の概要

名称 札幌市西老人福祉センター 所在地 西区二十四軒４条３丁目

開設時期 昭和５８年１月 延床面積 １，７０３㎡

目的 老人に対する福祉の増進

事業概要
老人に対する生活相談、健康相談、機能回復訓練及びレクリエーションの実施、職能訓練及び就
職の指導、老人デイサービス事業、浴室その他の施設を老人の使用に供すること

主要施設 大広間、職能訓練室、機能回復訓練室、浴室、娯楽室

２　指定管理者

名称 （福）札幌市社会福祉協議会

指定期間 平成30年４月１日～令和５年３月31日

非公募

非公募の場合、その理由：当センターで実施している老人デイサービス事業において、利用者に
対し適切なサービスを提供していくためには、利用者と施設職員との間には継続的な人的信頼関
係が必要不可欠であり、指定管理期間の満了により指定管理者が変更されると、施設の管理運
営に重大な支障をきたし、利用者に不利益を与えるおそれがある。管理が良好に行われている法
人であるため、非公募とした。

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

募集方法

業務の範囲
施設管理業務、各種相談業務、健康増進業務、教養講座業務、レクリエーション業務、老人デイ
サービス業務

施設数：１施設

複数施設を一括評価の場合、その理由：

1　業務の要求水準達成度

▽　管理運営に係る基本方針の策定

平成30年度事業計画において、当センターの管理運
営に係る基本方針を下記のとおり策定した。
１　職員の専門性を活かした包括的な支援・サービ
スの提供を行うとともに誰もが平等にサービスを受
けることが出来るよう支援する。
２　老人福祉センターを拠点としたボランティア活動
の充実と高齢者の社会参加する機会を提供する。
３　利用対象者のみならず、地域の方々とも交流が
出来るような場を提供する。
４　各区社会福祉協議会等関連機関との更なる連携
強化を図る。
５　老人福祉センター周辺の地域性による臨機応変
な取組を支援する。
６　講座・サークル活動の取組を支援する。
７　更なる経費縮減を図る。

当センターの基本
方針及び札幌市の
高齢者施策、方針
に基づき適正な管
理運営を行うことが
できた。

仕様書に沿って適
切な管理がなされ
ている。
研修により積極的
に職員の人材育
成を図っている。

指定単位

（１）統括管理
業務

所管局の評価項　目 実施状況

３　評価単位

指定管理者
の自己評価
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▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▼「全ての利用者に対して、信条や性別・年齢、ある
いは社会的身分等によって、合理的な理由がなく利
用の制限や利用料金の減免や、不当な差別的取扱
いをすることなく公平中立な対応をする。」という方針
を策定し、平等利用に係る心構え及び重点取組項目
を事務室内に掲示するとともに、研修やミーティング
等により情報を共有し、関係法令の遵守の徹底や利
用者の視点に立ったサービスの提供を行った。

平等利用に関する
方針、取組内容を
各職員に周知・徹
底を図り、適正に対
応した。

▼電気、水道、燃料及び紙などの使用量をできるだ
け少なくするため、照明の間引きをはじめ冷暖房や
便座等のこまめな時間設定及び温度調節を行うとと
もに、再生紙やガイドライン指定品の使用など、環境
保全につながる行動を継続している。

環境保全に関する
職員の意識向上を
図り、節電、節水、
ごみの減量や環境
に配慮した消耗品
の使用を徹底した。

▼組織図や事務分掌を職員に周知することで、統括
責任者及び職務代理者の役割や指揮命令系統並び
に担当業務を明確化している。
　また、業務上必要な専門知識や技術、経験を有す
る職員を必要数配置するとともに、研修等により人
材育成につながる取組を実施している。

指揮命令系統や事
務分掌を明確にし、
円滑な管理運営を
行った。また、必要
な人員を配置し、内
外の研修を積極的
に受講させた。

▼情報共有、共通認識及び資質向上を目的に、他
施設との施設長会議や相談員会議を定期的に開催
するとともに、施設内では毎日のミーティングや月例
での会議で施設長会議等の報告を行っている。
▼管理水準の維持と平準化を図るため、四半期ごと
に老人福祉センター全10館による合同連絡会議を開
催し、他法人との情報交換を行っている。

各種会議で情報交
換することで、他施
設の実施状況を把
握し、業務の改善を
図った。

▼センターの管理運営において、専門的な知識・技
術を必要とする業務については、指名競争入札によ
り公平に業者を選定し、受託者に市民サービスの向
上及び安全確保を十分に認識させるとともに、責任
者、指揮命令、連絡系統を明確にし、現場での確
認、日報及び月報を提出させている。

受託者に対し、安全
確保を前提とし、委
託業務の検査、確
認等十分に周知さ
せるとともに、環境
負荷の軽減につい
ても指示した。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）
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開催回 協議・報告内容

＜協議会メンバー＞

第１回
6月29日

・平成29年度事業報告について
・平成30年度事業計画について
・意見交換「地域における老人福祉セ
ンターの役割について」
・その他

第２回
12月11日

・平成30年度事業中間報告について
・次年度に向けて【意見交換】
・その他

・西区琴似二十四軒福祉のまち推進センター事務局
長
・西区二十四軒東第２町内会会長
・西区第１地域包括支援センター　センター長
・西区二十四軒児童会館館長
・センター教養講座講師
・センター利用者２名
・札幌市保健福祉局高齢福祉課２名
・西老人福祉センター館長

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▽　要望・苦情対応

▼「社会福祉法人新会計基準」を基に経理処理を行
うとともに、当法人の「経理規程」により適正に処理し
ている。
　また、法人の監事監査や公認会計士による外部監
査を定期的に行い、資金管理等の点検、確認を実施
した。
▼現金等の取扱いについては、「経理規程」に基づく
当法人の「経理事務の手引き」により適正に行うとと
もに、外部監査や内部監査の定期的な実施、毎日の
現金実査及び月末残高照会も徹底した。

「経理規程」や「経
理事務の手引き」に
則って経理処理を
行い、適時現金実
査や監査を行うこと
で、適正な経理処
理を行った。

▼苦情等については、当法人の「苦情解決に関する
規程」に基づき、制度・体制を整えており、迅速かつ
適切な対応を心掛けるとともに、担当を明確にし、そ
の旨を掲示し周知を図った。

苦情や要望に関し
ては迅速に対応す
るとともに、必要に
応じて改善を図っ
た。

▼会計帳簿をはじめ、施設運営に係る各書類を整理
し、記録している。
▼総合アンケートを実施するとともに、館内に投書箱
を設置し、満足度調査や要望等を把握した。
▼各種報告については、定期的に必要なもの、また
状況に応じて報告するものを、遅滞なく提出した。
▼札幌市からの検査等については、速やかに対応
するとともに、適時回答も行った。
▼自己評価については、他職員に確認の上、様々な
意見をもとに作成を行った。
▼札幌市の実地検査の結果、指摘事項があったこと
から、その改善に取り組んだ。
　また、他の施設で指摘を受けた項目を適正に処理
できているかを確認するため、改善指導書に基づく
自己チェックも行った。

・アンケート等にお
ける意見について
は、ミーティング等
で検討を行うととも
に事業運営上の参
考とした。また、書
類等は適時整理
し、必要時にはすぐ
に対応できるように
した。
・実地検査の指摘
事項については、す
でに改善している
が、今後は適正な
事務処理を行って
いきたい。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

センターの管理運
営水準の維持向上
を図るため、運営協
議会を開催し、各分
野選出の委員から
意見をいただいた。
これら様々な視点
からの意見をもと
に、より充実した施
設運営の参考とし
た。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

法令を遵守し適正
に実施している。
また、労働環境向
上に取り組んでい
る。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▼各種労働関係法令を遵守した就業規則に基づき、
健全な雇用条件とともに労働環境の維持向上にも配
慮している。
　また、当法人では、健康づくり担当職員を配置し、
定期健康診断をはじめ、メンタルヘルス支援等の強
化も図っている。

就業規則に基づく
労働条件の維持は
もちろん、各職員の
意見を参考に業務
改善等を行い、労
働環境の向上に配
慮した。また、必要
とする職員には、育
児短時間休業を取
得させた。

▼利用者の安全確保を第一に考え、開館前及び閉
館後に施設内外を点検し、設備・備品等の状況確認
を行っている。また、当法人の「センター感染症ガイド
ライン」に則って感染症の拡大防止対策や、流行期
の施設内消毒の徹底を図っている。
▼総合アンケートや投書箱を設置するとともに、主に
窓口等で利用者の生の声を聞きながら、事業の実施
や改善、設備の環境整備を行っている。
▼緊急時を含めた連絡体制を整備しており、常に最
短の時間で連絡可能な態勢を確保している。
▼施設内における賠償責任に備えて、所定の交差
責任担保特約付損害賠償責任保険に加入してい
る。

ミーティング等で情
報共有し、事故の
未然防止対策、感
染症予防策として
館内各箇所の消毒
を行い、安全確保を
徹底した。

▼専門的技術が必要な清掃業務、保守点検業務、
また効率的かつ効果的な管理のための夜間警備
（機械警備）については第三者委託とし、それぞれ各
仕様書に基づき適正な業務が遂行された。なお、日
中の開館時の警備を兼ねた管理については、職員
が適時巡回を行った。
▼設備等の管理や修繕については、保守点検業者
が定期点検時の他にも必要に応じて適宜実施した。
また、備品の故障等で利用者から連絡を受けた場合
には、職員が速やかに状況を確認するとともに、初
期対応を行った。
▼駐車場については、敷地内の安全確保とともに、
近隣の安全確保にも配慮しながら巡視を行った。
▼緑地等管理についても、美観の保持や近隣への
配慮から、適時清掃を行った。
▼札幌市の実地調査の結果、鍵保管簿の整備が不
十分であることについて指摘を受けたため、その改
善に取り組んだ。

管理上、専門性が
高い業務は専門業
者に委託したことに
より、衛生面や設備
管理等での安全性
が高められ、スムー
ズな業務遂行が図
れた。
また、駐車場や施
設周辺の管理につ
いては、定期的に
見回りを行い、適正
な管理ができた。
実地検査で指摘を
受け改善した鍵保
管簿の整備につい
て、今後も適正に管
理していく。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

鍵保管簿の整備
が不十分であった
ことについて、実
地検査において
改善指導を行い
速やかに改善され
た。今後も適正な
管理を継続してほ
しい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

仕様書に沿って適
切に事業を実施し
ている。
引き続き、利用者
のニーズの把握
に努め、各事業を
展開してほしい。

▼月2回以上開催する健康増進に関する講座：5種
類実施

▼月2回以上開催する教養向上に関する講座：10種
類実施

（うち定員の70％以上申込みがあった講座：全講座）

ヨガや健康体操な
どの健康増進講座
とパソコン、書道、
生け花などの教養
向上講座を開催し、
申込みも多く目標値
を上回った。

▼利用者の健康増進、生きがいづくり及び豊かな生
活の実現を支援するため、卓球、囲碁、将棋、オセ
ロ、カードゲーム、読書等の各種活動の場を提供し
ている。
▼演芸大会、のど自慢大会、演奏会など、歴史ある
定例行事を開催するとともに、児童会館との合同夏
まつりを開催し、高齢者と児童との交流の場を設け
ている。　参加者数：2,442名
▼定員を設けているものはなし。

卓球、囲碁、将棋
等、多岐にわたるレ
クリエーションの場
を提供した。また、
各種行事をはじめ、
隣接する児童会館
との合同夏まつりを
実施し、利用者だけ
でなく近隣住民との
交流の場を設定し
た。

▽　健康増進、機能訓練に関する業務

▽　浴室業務

▼利用者数：4,669人

▼専門家等相談事業開催回数：4回

（うち参加者が30人以上であった回数：2回）

（要求水準：年2回以上開催・参加者30人以上）

▼講演・運動等事業開催回数：35回

（うち参加者が20人以上であった回数：34回）

がん予防、介護保
険制度、高齢者住
宅、聴力測定など、
生活に関する専門
家の相談会を実施
した。
ロビー体操、脳ト
レ、元気チェックな
ど、健康関連の事
業を実施し、多くの
方に参加いただけ
た。

（要求水準：年30回以上開催・参加者20人以上）

▽　防災

▽　生活相談に関する業務

▼施設利用者の安全確保を最優先とし、当法人の
防火管理規程及び防災マニュアルに基づきながら災
害発生時の対応、非常体制、連絡網、通報関係等
を、年２回（６月、11月）の避難訓練を含めて整備及
び徹底を図った。
　また、災害時の一時待機や、ライフライン切断時等
の緊急事態に備え、利用者や地域の安全・安心のた
め非常食も備蓄している。

災害時の対応及び
通報する関係機関
については事務所
内に掲示するととも
に、内部研修及び
定期的な訓練の実
施により、職員の意
識を高め、緊急時
に迅速に対応でき
るよう取り組んだ。

（平成29年度利用者数　5,475人）

▽　教養講座に関する業務

▽　レクリエーション、各種行事の開催等に関する業務

タイル工事のため9
月1日から10月21日
まで浴室を休止した
影響により、利用者
減となった。

（4）事業の計
画・実施業務
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

地震による休館、
工事による浴室中
止があり、利用人
数が目標値に達し
なかったことはや
むを得ないと認め
られる。
引き続き利用者の
ニーズに沿った事
業を実施し、利用
促進を図ってほし
い。

▼9月に発生した大地震の影響により、利用者の安
全確保のため、9月6日から9月12日までの7日間休
館した。
▼入浴については、9月1日から10月21日まで浴室タ
イル工事のため入浴中止となる。

▽　利用件数等

H29年実績H30年計画H30年実績

全体 人数(人） 67,086 68,000   64,270

▼社会貢献活動の一環として、看護学部の実習生
や教職課程における介護等体験実習生の受入れ、
また、中学生の職場体験学習や高校のインターン
シップの受入れを行った。

実習生や中高生の
介護体験などを積
極的に受け入れ、
地域に根ざした施
設運営を行った。

浴室 人数(人）    5,475    5,500     4,669

▽　高齢者の活動支援及び地域開放に関する業務

▽　老人デイサービス事業に関する業務

▽　その他設置目的に関する業務

▼講座期間終了後の自主的なサークル活動及び健
康づくりや趣味のサークル活動に部屋の空き時間帯
を開放している。また、町内会等にも開放し、地域活
動の支援を行っている。

様々なサークル活
動や町内会でセン
ターを開放し、高齢
者の活動支援と地
域との連携を図っ
た。

▼平成30年度１日あたりの利用者数
　目標21.0人/日、実績20.9人/日
▼ご利用者の心身機能の維持、向上を図り、住み慣
れた地域で日常生活が送られるよう、以下のサービ
スメニューを実施している。
　送迎
　体調に配慮し、安全な乗降介助等を行う。
　健康チェック
　血圧、脈拍、体温測定を行い、看護職員が必要な
アドバイスを行う。
　入浴
　快適で安心して入浴ができるよう、同性介護による
見守りや一部介助を行う。
　排せつ
　排せつ動作の維持が図られるよう、声かけや介助
等により、定期的な排せつ支援を行う。
　食事
　咀嚼及び嚥下状態の向上を図るべく、食事前の口
腔体操を行い、栄養のバランスや疾病等に配慮した
食事を提供している。
　心身機能の維持・回復
　体操やストレッチを行うとともに、個々のニーズに
応じた機能訓練を行う。また、季節に合わせた外出
レクリエーションも実施し心身機能の維持・回復を
図っている。

利用者の個々の状
態を常に把握し、
日々のミーティング
や定例会議で情報
を共有することで、
サービスの向上、事
故防止につながっ
た。
　また、老人福祉セ
ンター併設の利点
を活かし、地域の
方々との交流や多
彩な行事の参加機
会を提供し、心身機
能の維持・回復に
努めた。

▽　不承認 0件、取消し 0件、 減免 0件、 還付 0件

（5）施設利用
に関する業
務

平成30年度は北海
道胆振東部地震や
工事の影響で目標
値を下回った。
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（様式３）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

様々な媒体により
広報業務を行って
いる。今後も、より
多くの方に周知さ
れるような効果的
な手法について検
討してほしい。

適切な業務を実
施している。
札幌市の施策に
沿った取組も行わ
れている。

すべての項目で
満足度が目標値
を上回り、評価で
きる。
また、利用者から
の意見・要望に丁
寧に対応してい
る。
今後も利用者の
ニーズを把握し、
満足していただけ
る事業を実施して
ほしい。

利用者満足度は、
すべての項目にお
いて目標数値を達
成することができ
た。

▽　利用促進の取組

▼人気の高い体操系の講座を実施し、利用促進に
つなげている。
▼全施設アンケートを実施し、利用者ニーズを把握
した。
▼利用者の意見要望などタイムリーなニーズを把握
するため、ご意見箱を設置している。

利用者ニーズへの
対応により、利用促
進を図った。

▽　広報業務

▽　引継ぎ業務

▼継続指定のため、引継業務なし

２　自主事業その他

▽　自主事業

▼ホームページで、適時センター行事の写真を掲載
し、利用の様子を分かりやすく発信している。
▼月１回のセンター便りに利用案内等の最新情報を
掲載している。
▼近隣の町内会にイベントのチラシを配布している。
▼ウェブアクセシビリティ基本方針を策定するととも
に取組確認を実施し、2019年4月1日に公開した。

施設内外にイベント
情報を周知すること
により多数の参加
が得られ、それによ
り老人福祉センター
の周知が図られた。

▼利用者の利便性を高めるため、飲料の自動販売機を設置し、
各種飲料を販売している。
自動販売機手数料収入　209,383円

▼喫茶コーナーを開設し、利用者及び地域との交流、仲間づくり
の機会を提供している。
　　喫茶事業収入　1,139.300円

季節により販売飲
料を変更し、利便性
を高めた。
喫茶コーナーで利
用者の交流の機会
を設けた。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

▼業務委託、物品の購入・修繕は、市内企業を活用している。
▼古紙回収は、障がい者団体に依頼し、協力している。
▼障害者の就労支援として、複数の障がい者団体がパンの館内
販売を行っている。

業務委託や物品購
入・修繕は市内企
業を活用した。ま
た、福祉団体にも協
力支援することがで
きた。

実施方
法

（6）付随業務

▼調査期間：平成31年2月4日から2月18日まで（15
日間）
▼調査対象：西老人福祉センター利用者
　　　　　　　西デイサービス利用者及びその家族
▼配 布 数 ：老人福祉センター344枚
　　　　　　　　（回収数306枚、回収率89.0％）
　　　　　　　　（目標値280枚以上）
　　　　　　　　デイサービスセンター59枚
　　　　　　　　（回収数 59枚、回収率95.3％）
　　　　　　　　（目標値59枚以上）
　　　　　　　　デイサービスセンター家族26枚
　　　　　　　　（回収数 22枚、回収率84.6％）
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（様式３）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

地震や工事の影
響があったが、収
支の均衡をとり運
営できている。

利用料金収入が減
収となったため支出
を抑制し、収支バラ
ンスをとるよう努め
た。

結果概
要

・専門家相談事業に関する満足度：

目標：80％、結果：81.94％

・通所介護等に関する満足度：

目標：80％、結果：89.69％

４　収支状況

▽　収支 （千円）

・総合的な満足度：

目標：67％、結果：80％

・職員の接遇に関する満足度：

目標：72％、結果83.33％

・通所介護等接遇に関する満足度：

目標：80％、結果：93.10％

・講演・運動等事業に関する満足度：

目標：80％、結果：80.47％

項目 H30年度計画 H30年度決算 差（決算-計画）

収入 90,341 88,804 ▲ 1,537

指定管理業務収入 89,069 87,423 ▲ 1,646

指定管理費 42,681 42,681 0

利用料金 45,956 44,199 ▲ 1,757

その他 432 543 111

1,000 1,467 467

純利益 0 0 0

▽　説明

▼利用料金収入は、浴室修繕や地震による休館等の影響によ
り、計画より1,757千円の減となった。
▼指定管理業務支出は、収入の減に伴う光熱水費・燃料費の適
正執行等により、計画より1,885千円の減となった。

109

法人税等

支出 89,341 87,337 ▲ 2,004

指定管理業務支出 88,274 86,389 ▲ 1,885

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

要望：スマホ講座を開催してほしい。
対応：パソコン講座をスマホ・タブレット講座に変更し
た。
要望：初心者向けの講座と聞いていたが、講師並み
の生徒がいるのは如何なものか。
対応：次年度募集の際に十分な説明を行い受講生
のレベルを確認した。
要望：講師の教え方に不満がある。
対応：受講生の声を講師に説明し一部反映した。

自主事業支出 1,067 948 ▲ 119

収入-支出 1,000 1,467 467

利益還元 0

自主事業収入 1,272 1,381
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（様式３）

Ⅲ　総合評価

施設目的に沿って、適切な運営管理を行っている。ま
た、利用者ニーズに対応した事業を行い、利用促進に
繋がっている。
今後も利用者の声を反映しながら、より多くの方に利用
いただけるよう事業展開することを期待する。

鍵の管理簿（鍵の種類、本数等が確認できる書類）が整
備されていなかったため整備するよう指導し、速やかに
整備された。

総合評価 改善指導・指示事項

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持

　管理業務等仕様書に基づき、概ね順調に事業を実施
するとともに、利用者の安全確保を第一に利便性・快適
性を考慮した施設運営を行うことが出来た。
　生きがい支援、教養の向上としての事業展開をはじ
め、利用者ニーズが高い体操系の参加型健康事業、健
康に関する情報提供系の行事を継続的に開催し、高齢
者の介護予防や健康的な生活を支援する役割を担っ
た。
　また、「地域見守りサポーター養成講座」などを実施
し、地域とのつながりを深め、高齢者の社会貢献につな
げた。

　引き続き高齢者の生きがい支援、健康増進、介護予防
等を目的とした事業を推進するとともに、利用者ニーズ
の反映や地域との連携を深める取り組みを行う。
　当法人の福祉のまち推進事業やボランティア事業部門
と連携し、施設、地域、ボランティアをつなぎ、高齢者が
社会の一員として役割を果たす具体的な取組を進める。

【所管局の評価】

・個人情報の保護については、当法人の「個人情報保護方針」及び
「個人情報の保護に関する規程」に基づき適正に対応している。
・情報公開については、当法人の「情報公開規程」に基づき透明性の
確保に努めている。また、行政手続きやオンブズマンからの調査が
あった場合には条例に則って対応する。なお、請求は０件であった。
・暴力団の排除については、「札幌市暴力団の排除の推進に関する
条例」に基づき、施設を暴力団の活動に使用させないことや、協定に
関する契約については暴力団員や暴力団関係事業者を相手方としな
いように努めている。なお、暴力団関係と思われる相手方の利用や
契約の実績は無かった。

　当事業の運営管理は、指定管理費及び通所介護事業の保険収入
で行われており、支出の抑制も図りながら、収支のバランスを取り、安
定した経営を行っている。

総合評価 来年度以降の重点取組事項

適 不適

適 不適

【指定管理者の自己評価】

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応
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